16章

１． キーボードをタイプして文字列を入力し、それが辞書にある言葉かどうか検査して結果を表示するプログラムを作成しなさい。クラスには次の2つのメソッドを作成します。
　A. isWordメソッド

・文字列を仮引数wordに受け取り、それが辞書にあればtrueをなければfalseを返す
・辞書には次の5つの言葉だけを持ち、配列を辞書として使う。辞書配列は次のようである。
　　　 String dic = {"JT101","JJ200","JX800","JV800","JJX800"};

　

　B. mainメソッド 

・キーボードをタイプして文字列を入力し、それをisWordメソッドに渡して辞書にあるかどうか検査し、結果を「あり」「なし」のどちらかで表示する

【解答欄】
２． 例えば100人分の身長データなどがあるとき、そのどれもが同じような値か、あるいはいろいろな値が混ざっているかを判断するには、それぞれの値から全体の平均値を引いた値を見ます。この値を偏差といいます。

　統計処理ではデータ全体の傾向を見るため、偏差を2乗したものを全て合計します。さらに合計をデータ個数で割った値は分散といいます。しかし、よく利用されるのは分散の平方根で、これを標準偏差といいます。標準偏差はデータのばらつき具合を示す指標として利用されます。

　例えば、データが{2,3,4,3,3,3}であれば、データ数は6、平均は3ですから次のように計算します。

　偏差の2乗の合計　vt  =　(2-3)2+(3-3)2+(4-3)2+(3-3)2+(3-3)2+(3-3)2  = 2   
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  標準偏差　　　　　sd  =　　　　=  　　= 0.57735
　　

　　　　　ただし、nはデータの数です。この例では6になります。
　　 

そこで次の4つのメソッド持つプログラム（クラス）を作成してください。

　A. meanメソッド

　・データの配列を仮引数に受け取って平均値を計算して返します

　B. vtメソッド

　・データの配列を仮引数に受け取って偏差の2乗の合計を計算して返す

　  ただし，vtはmeanメソッドを利用してデータの平均を求めます

　C. sdメソッド

　・データの配列を仮引数に受け取り vtメソッドを利用して偏差の2乗の合計を求め、それから標準偏差を計算して返します

　D. mainメソッド

　・sdメソッドを使って{15.1, 1.5, 17.2, 7.3, 21.0, 3.8, 6.8}の標準偏差を求めて表示します

＜ヒント＞

・平方根はMath.sqrt()を使います

【解答欄】
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３． 配列の途中の要素を削除して残りを左へ詰める操作を行うdeleteメソッドを作成します。例は、要素3を削除し、4以下をひとつ左へ詰める処理を示しています。

　例： 3を削除した場合


{1,2,3,4,5,6,7,8,9} --- 元の配列
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{1,2,4,5,6,7,8,9} ----- 詰めた配列

　削除とはいっても、元の配列の中から直接削除するのではなく新しい配列を作成します。基の配列をコピーして新しい配列を作成しますが、k番目の要素を削除するのであれば、新しい配列にはk番目の要素をコピーしないという処理を行います。新しい配列の要素数は元の配列よりも1少なくなります。

次のようにメソッドを作成してください。

A. deleteメソッド

・元の配列と削除する要素の要素番号を受け取る。元の配列を受け取る仮引数としてint[]a, 要素番号を受け取る仮引数としてint kを持つ
・削除後の配列bを作成する。要素数はaより1少ない
・bにaをコピーするが、k番目の要素だけはコピーしない

・コピーした配列bを戻り値として返す

B. mainメソッド

・int[]a = {10, 5, 15, 7, 2, 13, 11, 8, 9, 21}を作成する

・deleteメソッドを呼び出して、aの2番目の要素(0,1,2･･･と数えるので、15がその要素)を削除した配列bを作成する

・bのすべての要素をコンソールに表示する
【解答欄】


４． 図のように表の縦方向の合計、横方向の合計と総合計を求める処理を作成します。表のサイズは図では４行×3列ですが、どんなサイズの表でも計算できるようなプログラムにします。

　表は2次元の配列で表現します。上の例では次のように定義できます。


int[][] a =
{






{5,1,9},





{4,6,6},





{7,8,9},





{4,6,8}




};

クラス（プログラム）では、次の3つの下請けメソッドを作成します。

A. sumRow
配列aを仮引数に受け取り行の合計を計算し結果を配列で返す

B. sumCol
配列aを仮引数に受け取り列の合計を計算し結果を配列で返す

C. sum
配列aを仮引数に受け取り全体の合計を計算して返す

さらにmainメソッドを作成し、下の表について縦方向の合計、横方向の合計と総合計を表示してください。
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＜ヒント＞

・sumRowではa.length個の要素を持つ配列を作成します

・sumColではa[0].length個の要素を持つ配列を作成します

【解答欄】


５． 抽選プログラムを作成します。抽選とは、例えば10人から2人を選び出すような処理です。次の例では10人の名前が入ったStringの配列から2人を抽選しています。

　　 最初に山田さんが選ばれたので、山田さんを除外した残り9人の配列を新しく作成し、2人目はこの中から抽選します。2回目ではこの中から宮田さんが選ばれました。抽選後は、残り8人の配列を新しく作成し直します。


{"田中","山田","原田","鈴木","川野","峰","上野","宮田","佐古","植木"} 

"山田"
{"田中","原田","鈴木","川野","峰","上野","宮田","佐古","植木"} 

"山田","宮田"
{"田中","原田","鈴木","川野","峰","上野","佐古","植木"} 

　ここで、10人の中から1人を選び出すには、1～10の間の乱数を作成して決めています。また、9人から1人を選び出すには、1～9の間の乱数を作成して決めています。つまり、一般にn人の中から1人を選び出すには１～nの範囲の乱数を作成して決めることになります。
　以上から次のようなメソッドからなるクラス（プログラム）を作成してください。

なお、deleteメソッドは他の問題で作成したdeleteメソッドを再利用できます。型をint[]からString[]に変更したdeleteメソッドを作成してください。

A. numberメソッド

・上限の値n（名前配列の要素数）を仮引数として受け取る

・1~ｎの範囲の乱数をひとつ作成する（抽選にあたります）

・作成した乱数を戻り値として返す

B. lotメソッド

・名前の配列を仮引数として受け取る

・配列の要素数を引数にしてnumberメソッドを呼び出し、抽選された要素番号kを得る

・k-1を戻り値として返す(kは1～nの値。配列の要素番号なので0～n-1の値にして返す）

C. deleteメソッド

・配列と要素番号を仮引数に受け取る

・指定された要素番号の要素だけを含まない新しい配列を作成する

・作成した配列を戻り値として返す

D. mainメソッド

・名前の配列tblを作成する
　{"田中","山田","原田","鈴木","川野","峰","上野","宮田","佐古","植木"}
・2名を抽選で選ぶので、以下の処理を2回繰り返す


・lotメソッドを呼び出して当選番号k（配列の要素番号）を得る


・名前配列tblのk番目を当選者として表示する


・deleteメソッドを呼び出してtblのk番目の要素を削除した配列を得、その参照をtblへ代入する（古いtblは消失し、tblは新しい配列になります）

【解答欄】
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